
 

事故発生時対応マニュアル 
       

・応急処置を行い、状況に応じて医療機関への受診を手配する。 

・その後の処置は、家庭の判断に任せ、家庭又は医療機関で対応する。 

 

     事 故 発 生           教室復帰 

 利用状況、手当を「けがのきろく」 

 に記入させる。…応急手当対応者名も記入 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

軽傷 

帰宅後要観察   

 管理職に連絡  原因・状況聴取【担任】   応急処置  保健室 

  

 

【養護教諭】 養護教諭不在時 

⇒【職員室在室職員 

主事・管理職】 

          

   保護者への連絡【担任】  

     １ 負傷の様子について話す  

 

 

【管理職】 

判断・指示  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保護者へ 

◎スポ振書類 

【封筒】渡す 

 

◎子ども医療証

は使えないこと

を伝える 

 

 

  ２ 希望医療機関と搬送方法の確認 

  ３ 保険証・現金持参のお願い 

  

 

 

 

 病院への移送・付き添い 
１ 保護者 

２ 養護教諭または管理職 

  …「保健調査・金銭・受診時用手さげ・携帯」持参 

   （親が不在、重症：管理職指示） 

※様子・状況により救急車依頼【管理職】 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

   診療・治療（医療機関） 

   ・適宜、学校へ中間報告を入れる 

   ・保護者とともに医師より診断結果を聴取し指示を受ける 

   ・治療終了後、管理職へ連絡を入れ、以後の指示を確認する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

  学校へ連れて帰る   自宅へ送る  入院する   見舞い【管理職ほか】 

 

報告【担任・養護教諭】 

   １ 帰校後関係職員へ 

   ２ 生活指導ﾐｰﾃｨﾝｸﾞで、全職員

へ 

 
  安全指導【各学級担任】 

 

 

  

記録【担任】 

 ◎校内用災害発生報告書を作成 

 ※必要に応じて事故報告書を作成（副校長）  

（２部指導室 １部養護教諭保管） 

 

 

 

日本スポーツ振興センターの手続き 

【養護教諭】 

 

 

 

※スポ振書類を渡す場合には、以下のことを保護者に伝えること 

『学校管理下の事故で医療機関にかかった場合は、子ども医療証は使用できません！ 

 「独立行政法人日本スポーツ振興センター」の医療給付の手続きになりますので、医療機関に「学校で

の事故」と伝え書類を記入してもらい、書類がそろったら学校に提出してください。学校にて手続き後

、給付金は、給食費引き落とし口座へ４割分、入金されます。』 

ほうれんそう（報告、連絡、相談）を忘れずに 


